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１．学習のねらい

学校の給食を残すことは、大変もったいないことです。あとの処理も大変ですから、なるべく

残さず食べることが大切です。一方で、給食の調理時にはどうしても野菜の切れ端などの生ゴミ

が出ます。この生ゴミは工夫すれば貴重な資源として活用できます。ゴミとして出し、燃やして

しまうのではなく、堆肥化して校内の花壇や畑の土にかえしましょう。

ここでは、給食の調理時に出る生ゴミが、微生物によって分解され、堆肥となることを知り、

物質の循環や資源のリサイクルについて学びます。

２．実施について

（１）実施時期：１年を通して可能　　　（２）実施場所：花壇、畑、給食室

（３）指導期間：１か月～２か月　　　　（４）指導対象：中学年～高学年

３．準備するもの

（１）生ごみ　　（２）専用密閉容器（ふた付きバケツ） （３）ぼかし肥　　（４）土

（５）スコップ　（６）プランター　　　（７）シート　　　（８）ゴム手袋

４．学習の進め方

（１）密閉容器で生ゴミから堆肥づくりをします。

給食から出る生ゴミを専用容器に入れ、「ぼかし肥」をふりかけ、密閉しておくと、虫

の発生や悪臭もなく、土にかえせば堆肥にかわります。この堆肥で美しい花、おいしい農

産物をつくります。

①水気をとり、小さく切った生ゴミを容器に入れ、ぼかし肥をかけてよく混ぜます。

②密閉して２～４週間、生ゴミを漬物状態（嫌気発酵）で保管します。

③この間に底にたまる液は、液体の肥料（液肥）として使います。

④できたものは、土にかえして堆肥にします。

注）「ぼかし肥」とは、米ぬかに乳酸菌など有用微生物を増殖させたもので、生ごみの分解

を促進してくれるものです。

（２）プランターで（１）の堆肥を使って栽培をします。

①プランター内の土に対し、２～３割の（１）で作った堆肥を入れて土と十分に混ぜます。

②シート等をかぶせて、２週間は雨に打たせないようにします。（犬や猫、カラスの被害を

防ぐほか、においの予防にもなります。）

③堆肥を入れてから１か月以上おき、臭くなければ、種まきや苗の植え付けができます。

（３）花壇、畑で（１）の堆肥を使って栽培をします。

①畑１㎡あたり20㎏を目安に（１）で作った堆肥を入れ、土とよく混ぜます。

②最初の２週間は、シート等をかぶせます。

③シートをとったあとよく混ぜ、さらに２週間おいて臭くなければ、種まきや苗の植え付け

ができます。

（４）作業記録や観察記録をつける。

【ワークシート】 ◆◇まちのゴミウォッチング◇◆

あなたの家の近くの道ろやあき地、公園などには、ポリぶくろやあきカン、ペットボトルなど

がすてられていませんか。どんな場しょに、どんなゴミがすてられていたのか、ゴミウォッチン

グやゴミ拾いをしてまとめてみましょう。

分類　ゴミ・リサイクル

題名 給食から出る生ゴミでリサイクル体験をしてみよう
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堆肥づくりの作業や栽培の観察を記録として整理しておくと、参考になります。

①分解されていく生ゴミの温度を測り、分解の様子と温度の変化を観察します。

②野菜作りを行い、生ゴミの堆肥を使用しない場合と使用した場合で作物のでき方を比較し

ます。

５．実施上の工夫・留意点

（１）食べ残し等の調理済みの生ゴミは、食塩等が含まれているため、材料として適当ではあり

ません。

（２）季節によっては悪臭が発生することがありますので、最初は少量から始めて徐々に量を増

やしていきます。

（３）生ゴミは腐ると分解が遅くなるので早く処理をします。なお、生ゴミは必ずビニール袋等

から出して処理をします。

（４）生ゴミは、小さくしておくと分解が早くなります。新鮮な生ゴミは、そのまま土に入れて

も堆肥化することができます。

（５）土に埋めるときは、野良猫などの被害をうけないように十分注意します。また、雨に濡れ

ないようにシートで覆いましょう。

６．参考資料

生ゴミ堆肥の作り方、ぼかしの入手先、ＥＭ菌を用いたぼかし肥の作り方については、次のホ

ームページなどを参考にしてください。

『生ごみリサイクル元気野菜作り』：http://www13.ocn.ne.jp/̃k.nakao/

『これでわかる生ゴミ堆肥化Q&A』NPO有機農産物普及・堆肥化推進協会（2002年）合同出版

【ワークシート】 《作業記録・観察記録》

１．学習のねらい

（１）日頃、飲んでいる牛乳やジュース類の紙パックを収集することにより、ものの再使用や再

生利用、および水質浄化について考えるきっかけとします。

（２）収集した紙パックをつなぎ合わせ、巨大なピラミッドをつくることにより、ものづくりに

関わる個人の努力や集団での協力の大切さ、難しさを体感します。

（３）紙パックによるピラミッドを解体し、まとめてリサイクル業者に引き取ってもらうことに

より、紙パックのリサイクルのしくみと現状について学びます。

２．実施について

（１）実施時期：夏休みをはさむ３ヶ月間程度が望ましい。（牛乳パックの収集期間を含む。）

（２）実施場所：普通教室（作製は特別教室、展示は運動場ほか、広いスペースを確保します。）

（３）指導時数：10時間程度

（４）指導対象：中学年以上（複数クラスでの実施が望ましい。）

３．準備するもの

（１）１ もしくは500 の牛乳パック2,000個～3,000個

（２）メジャー２ｍ以上のもの２～３個

（３）透明梱包用ガムテープ20～30個（ホームセンターなどで購入します。）

（４）はさみ２～３個

４．学習の進め方

（１）牛乳パックの大きさを確認し、基本的なユニット及びつなぎ方を練習します。

①１ 牛乳パック１個の大きさは、底面が１辺幅７㎝四角で高さ約20㎝で、高さ４㎝のあけ

口部分がついています。500 のものは約半分で、調整や予備に使います。

②あけ口を全開したもの１個と、片方しか開けていないもの１個をセットにし、次の写真１

a○→b○のようにつなぎ合わせ、基本的な１ユニットとします。透明ガムテープでしっかり

とつなぎ目を固定します。これで長さ約40㎝の１ユニットを作ることができます。約25㎝

より小さいものは、１ か500 の牛乳パック１個を工夫して作ります。

③１ユニット２個を次の写真２a○のように底の部分どうしを圧着しながら透明ガムテープで

固定します。この要領でワークシートの寸法表にある必要な長さを作ります。組み上げる

正方形の枠の四隅は、写真２b○のように角を押しつけ、圧着しながら各面を固定します。

（２）牛乳パックピラミッドを設計します。

①写真３のような底面364㎝四方で高さ364㎝の大きさのもの（通路なし）を作ります。

②この場合、五分割することにより、それぞれ教室内で作ることができます。

土台は、ワークシートの設計図のように四分割した四角すい台26段分４個になります。

その上に、底辺182㎝四方で高さ182㎝の四角すい26段分のもの１個を作って載せます。

③四角すい台４個と四角すい１個は、ワークシートの設計図のように寸法の違う正方形の枠

を写真４a○ b○ c○のように順に積み上げて作ることになります。

分類　ゴミ・リサイクル

題名 牛乳パックピラミッドを作って考えよう




